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長崎県教育センター教育支援研修課教育相談班 

研究主題 

端末を活用した不登校児童生徒への支援の在り方について 

研究の目的 

端末の活用により、不登校児童生徒等への有効な支援の在り方をまとめ、関係機関等へ発信する。 

○ 教育支援教室「ふれあい広場」における不登校児童生徒等への端末を活用した支援 

○ 各市町教育支援センターとの情報共有と実践（アンケートの実施など） 

○ 情報発信（教育支援センター指導員等研修会、県教育センター研究発表会等） 

年度計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】「心をひらく端末支援メソッド」 

 

 

 

 

 

 

〇本年度オンライン等による情報共有等 

実施協力機関 

・島原市教育委員会   ・大村市教育委員会 

・東彼杵町教育委員会 ・川棚町教育委員会 



本年度の取組 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

所員による実践提示 【大村市教育支援センター・島原市適応指導教室・東彼杵町教育支援センター】 

〇本教育センター所員による端末を活用した SGE実践の様子           

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

成果と今後の展望【協力機関との情報共有及び島原市・大村市各教育支援センター指導員への聞き取りから】 

【成果】 

・県教育センター所員と児童生徒との活動を重ねたことで関係性が深まり、SGE 実施には一定の効果があった。また、活動前

のアイスブレイク等ショートエクササイズを取り入れることで、子どもたちの心も表情も和らいでいた。 

・端末活用の中で実施した選択肢のあるゲームや、チャット機能を活用したエクササイズは、自分の思いを人前で伝えることが

苦手な子どもが多いので、有効であると感じた。 

【今後の展望】 

・不登校傾向の児童生徒支援には、関係する職員との豊かな関係づくりが土台となる。（心理的安全性の確保） 

・SGEを含め、教育相談全般についてのスキルアップを希望する指導員への研修や講習の支援が必要である。 

・端末支援の元となる SGE の実施について、研修の機会があれば指導員も実践意欲は高まる。各教育支援センター及び校

内教育支援センター指導員等への有効的な支援を検討していく必要がある。 

〇事後アンケート結果（感想） 〇事後アンケート結果（こころスケール） 

     

               

                      

                       
            

  

                       
                          
         

    

                           
        

     

                           
                  

   

                         
              

     

                     
        

  


